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(57)【要約】
【課題】鉗子カップの噛み合わせ縁が粘膜組織によく食
い込んで優れた粘膜組織採取能力を得ることができ、し
かも噛み合わせ縁に歯こぼれが発生し難くて耐久性の優
れた内視鏡用鰐口型生検鉗子を提供すること。
【解決手段】操作ワイヤ３が基端側から牽引されて一対
の鉗子カップ１が限界まで閉じた状態のときに、各鉗子
カップ１の噛み合わせ縁１ａの鋸歯状部分が、互い違い
に噛み合わさるようにし、また、各鉗子カップ１の噛み
合わせ縁１ａの鋸歯状部分が、全範囲において隙間を有
する状態で噛み合わさるようにした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】可撓性シースの先端に配置された鋸歯状の
噛み合わせ縁を有する一対の鰐口型の鉗子カップが、上
記可撓性シース内に挿通配置された操作ワイヤを軸線方
向に進退操作することにより嘴状に開閉駆動される内視
鏡用鰐口型生検鉗子において、
上記操作ワイヤが基端側から牽引されて上記一対の鉗子
カップが限界まで閉じた状態のときに、上記各鉗子カッ
プの噛み合わせ縁の鋸歯状部分が、互い違いに噛み合わ
さるようにしたことを特徴とする内視鏡用鰐口型生検鉗
子。
【請求項２】上記各鉗子カップの噛み合わせ縁の鋸歯状
部分が、全範囲において隙間を有する状態で噛み合わさ
る請求項１記載の内視鏡用鰐口型生検鉗子。
【請求項３】上記操作ワイヤの進退運動を上記鉗子カッ
プの開閉運動に変換するリンク機構が上記可撓性シース
の先端部分に設けられていて、上記鉗子カップが限界ま
で閉じた状態のときに上記一対の鉗子カップどうしが当
接しないように上記鉗子カップの閉じ動作を規制するス
トッパが、上記リンク機構部分に設けられている請求項
２記載の内視鏡用鰐口型生検鉗子。
【請求項４】上記一対の鉗子カップが限界まで閉じた状
態のときの双方の噛み合わせ縁間の隙間が０．２ｍｍ以
下である請求項２又は３記載の内視鏡用鰐口型生検鉗
子。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、鉗子カップの噛
み合わせ縁が鋸歯状に形成された内視鏡用鰐口型生検鉗
子に関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡用生検鉗子は一般に、可撓性シー
ス内に挿通配置された操作ワイヤを軸線方向に進退操作
することによって、可撓性シースの先端に配置された一
対の鉗子カップが嘴状に開閉駆動されるようになってい
る。
【０００３】そのような内視鏡用生検鉗子の鉗子カップ
には各種の形状があるが、図５に示される鰐口型生検鉗
子は、鉗子カップ１を閉じたときに粘膜組織によく食い
込むように、鉗子カップ１の噛み合わせ縁１ａが鋸歯状
に形成されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】図６は上述のような従
来の内視鏡用鰐口型生検鉗子の鉗子カップ１が閉じた状
態を示しており、鋸歯状部分に形成された双方の噛み合
わせ縁１ａの尖った部分どうしが噛み合わされるように
構成されている。
【０００５】その結果、噛み合わせ縁１ａの尖った部分
の先端が粘膜組織にある程度刺さった状態にはなるが、
粘膜面に浅く食い込む状態にしかならないので、格別に
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優れた粘膜組織採取能力を得ることはできなかった。
【０００６】また、鉗子カップ１を空間中で開閉させる
ことによって噛み合わせ縁１ａの尖った部分どうしがぶ
つかって歯こぼれを起こし易いので、鉗子カップ１の切
れ味が短期間で劣化してしまう場合があった。
【０００７】そこで本発明は、鉗子カップの噛み合わせ
縁が粘膜組織によく食い込んで優れた粘膜組織採取能力
を得ることができ、しかも噛み合わせ縁に歯こぼれが発
生し難くて耐久性の優れた内視鏡用鰐口型生検鉗子を提
供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡用内視鏡用鰐口型生検鉗子は、可撓
性シースの先端に配置された鋸歯状の噛み合わせ縁を有
する一対の鰐口型の鉗子カップが、可撓性シース内に挿
通配置された操作ワイヤを軸線方向に進退操作すること
により嘴状に開閉駆動される内視鏡用鰐口型生検鉗子に
おいて、操作ワイヤが基端側から牽引されて一対の鉗子
カップが限界まで閉じた状態のときに、各鉗子カップの
噛み合わせ縁の鋸歯状部分が、互い違いに噛み合わさる
ようにしたものである。
【０００９】なお、各鉗子カップの噛み合わせ縁の鋸歯
状部分が、全範囲において隙間を有する状態で噛み合わ
さるようにすれば、歯こぼれの発生が防止されて耐久性
上好ましい。
【００１０】その場合、操作ワイヤの進退運動を鉗子カ
ップの開閉運動に変換するリンク機構が可撓性シースの
先端部分に設けられていて、鉗子カップが限界まで閉じ
た状態のときに一対の鉗子カップどうしが当接しないよ
うに鉗子カップの閉じ動作を規制するストッパが、リン
ク機構部分に設けられていてもよい。
【００１１】また、一対の鉗子カップが限界まで閉じた
状態のときの双方の噛み合わせ縁間の隙間は０．２ｍｍ
以下であるのが好ましい。
【００１２】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図２は、内視鏡用鰐口型生検鉗子を示してお
り、図示されていない内視鏡の鉗子チャンネルに挿脱さ
れる可撓性シース２は例えば密着巻コイルパイプからな
り、その内部には、軸線方向に進退自在に操作ワイヤ３
が全長にわたって挿通配置されている。
【００１３】可撓性シース２の基端（手元側）には、操
作ワイヤ３を進退操作させるための操作部１０が連結さ
れており、可撓性シース２の先端には、操作ワイヤ３に
よって開閉駆動される一対の鉗子カップ１が配置されて
いる。
【００１４】図１及び図３は内視鏡用鰐口型生検鉗子の
先端部分を示しており、可撓性シース２の先端に固着さ
れた先端支持枠４に、鋸歯状の噛み合わせ縁１ａを有す
る一対の鉗子カップ１が、支持軸５を中心に嘴状に開閉
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するように支持されている。
【００１５】操作ワイヤ３と鉗子カップ１との間にはパ
ンタグラフ状のリンク機構６が配置されており、リンク
機構６の後端部に配置されたワイヤ接続ロッド７に、操
作ワイヤ３の先端部分が後方から連結固着されている。
【００１６】その結果、操作部１０において操作ワイヤ
３を進退操作することにより、ワイヤ接続ロッド７が軸
線方向に進退して、操作ワイヤ３の進退動作を鉗子カッ
プ１の開閉動作に変換するようにリンク機構６が動作
し、一対の鉗子カップ１が嘴状に開閉駆動される。
【００１７】このとき、操作ワイヤ３が基端側から牽引
されて一対の鉗子カップ１が限界まで閉じた状態になる
と、各鉗子カップ１の噛み合わせ縁１ａの鋸歯状部分
が、互い違いに噛み合わさる。
【００１８】したがって、一対の鉗子カップ１の間に粘
膜組織を挟み付けることにより、鉗子カップ１の噛み合
わせ縁１ａが粘膜組織によく食い込んで、優れた粘膜組
織採取能力を得ることができる。
【００１９】また、図１に示されるように、操作ワイヤ
３が基端側から牽引されて鉗子カップ１が限界まで閉じ
た状態のとき、ワイヤ接続ロッド７に形成された段部か
らなるストッパ８が、先端支持枠４に形成されたロッド
通過孔の口元に当接して、それ以上鉗子カップ１が閉じ
ないように鉗子カップ１の閉じ動作を規制している。
【００２０】そのように鉗子カップ１が限界まで閉じた
状態のとき、図４に示されるように一対の鉗子カップ１
どうしは当接せず、双方の噛み合わせ縁１ａどうしが全
範囲において隙間を有した状態で噛み合わさる。
【００２１】したがって、鉗子カップ１を空間中で開閉
させても噛み合わせ縁１ａどうしがぶつからず、歯こぼ
れが発生しないので、鉗子カップ１の切れ味が長期間に
わたって劣化しない。
【００２２】なお、鉗子カップ１が限界まで閉じた状態
のとき、双方の鉗子カップ１の噛み合わせ縁１ａ間の隙
間は０．２ｍｍ程度以下であるのが組織採取能力上から
好ましく、製造上から０．０１ｍｍより大きいのが好ま
しい。
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【００２３】
【発明の効果】本発明によれば、操作ワイヤが基端側か
ら牽引されて一対の鉗子カップが限界まで閉じた状態の
ときに、各鉗子カップの噛み合わせ縁の鋸歯状部分が互
い違いに噛み合わさるようにしたことにより、噛み合わ
せ縁が粘膜組織によく食い込んで優れた粘膜組織採取能
力を得ることができる。
【００２４】また、各鉗子カップの噛み合わせ縁の鋸歯
状部分が、全範囲において隙間を有する状態で噛み合わ
さるようにすることにより、噛み合わせ縁に歯こぼれが
発生し難くて優れた耐久性を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の内視鏡用鰐口型生検鉗子の鉗
子カップが閉じた状態の先端部分の側面部分断面図であ
る。
【図２】本発明の実施例の内視鏡用鰐口型生検鉗子の全
体構造を示す外観側面図である。
【図３】本発明の実施例の内視鏡用鰐口型生検鉗子の鉗
子カップが開いた状態の先端部分の側面部分断面図であ
る。
【図４】本発明の実施例の内視鏡用鰐口型生検鉗子の鉗
子カップが閉じた状態の先端部分の拡大側面図である。
【図５】従来の内視鏡用鰐口型生検鉗子の鉗子カップが
開いた状態の先端部分の側面部分断面図である。
【図６】従来の内視鏡用鰐口型生検鉗子の鉗子カップが
閉じた状態の先端部分の側面部分断面図である。
【符号の説明】
１  鉗子カップ
１ａ  噛み合わせ縁
２  可撓性シース
３  操作ワイヤ
４  先端支持枠
６  リンク機構
７  ワイヤ接続ロッド
８  ストッパ
１０  操作部
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